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は
じ
め
に
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
の
第
一
九
回
二
科
展
で
は
、
第
九
室
に
女
性
の
画
家
に
よ
る
作
品
が
中
心
に
集
め
ら
れ
た
。
こ
の
回
の
第
九
室
入
選
者
数
は
四
七
名
、
陳
列
作
品
は
六
七
点
で
、
う
ち
四
名
の
男
性
画
家
を
除
き
す
べ
て
女
性
画
家
に
よ
る
作
品
を
並
べ
た
部
屋
で
あ
っ
た
（
表
１
）（
１
）
。
二
科
展
に
お
い
て
女
性
画
家
の
作
品
を
こ
れ
ほ
ど
多
く
集
め
た
部
屋
が
設
置
さ
れ
た
機
会
は
他
に
見
ら
れ
ず
、
二
科
会
が
女
性
画
家
専
用
の
部
屋
を
わ
ざ
わ
ざ
設
置
し
た
と
い
う
点
で
、
注
目
す
る
に
値
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
二
科
会
が
、
何
の
た
め
に
第
九
室
を
「
女
流
」
の
部
屋
と
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
唯
一
、『
大
阪
時
事
新
報
』
で
は
、
「
本
年
入
選
作
の
特
徴
と
し
て
特
に
人
目
を
惹
く
の
は
女
性
作
家
の
作
品
が
多
い
事
で
、
こ
の
た
め
に
女
流
作
家
に
対
し
て
特
に
一
室
を
設
け
る
と
云
ふ
奇
観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
」（
２
）
と
、
作
品
数
の
多
さ
と
い
う
物
理
的
な
理
由
で
専
用
の
部
屋
が
設
置
さ
れ
た
と
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
二
科
展
に
お
け
る
女
性
画
家
の
人
数
及
び
作
品
数
を
第
一
回
か
ら
第
三
○
回
ま
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
第
一
九
回
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
に
最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
（
表
２
）。
こ
の
集
計
結
果
は
『
大
阪
時
事
新
報
』
の
記
事
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
部
屋
は
な
ぜ
第
九
室
に
置
か
れ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
第
一
九
回
二
科
展
第
九
室
に
展
示
さ
れ
た
女
性
画
家
お
よ
び
そ
の
作
品
を
考
察
し
、
新
聞
や
雑
誌
の
展
評
を
手
掛
か
り
に
、
第
一
九
回
の
二
科
展
第
九
室
と
は
ど
の
よ
う
な
89
「
女
流
」
と
「
前
衛
」
│
第
一
九
回
二
科
展
第
九
室
と
女
性
画
家
た
ち
吉
　
崎
　
真
　
弓
も
の
で
あ
っ
た
の
か
検
討
す
る
（
３
）
。
二
科
会
で
は
、
昭
和
六（
一
九
三
一
）年
と
、
本
稿
で
注
目
す
る
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
の
二
年
分
だ
け
画
集
の
発
行
を
中
止
し
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
並
ん
だ
の
か
を
す
べ
て
図
版
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
４
）
。
そ
こ
で
、『
二
科
七
○
年
史
』（
社
団
法
人
二
科
会
、
一
九
八
五
年
）
を
基
礎
文
献
と
し
、
当
時
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
や
雑
誌
等
の
記
事
か
ら
で
き
る
限
り
作
品
の
絵
柄
を
明
ら
か
に
す
る
。さ
て
、
第
一
九
回
二
科
展
は
、
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
九
月
三
日
か
ら
一
○
月
四
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
、
東
京
府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
東
京
展
の
あ
と
一
○
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
名
古
屋
、
大
阪
、
仙
台
を
巡
回
し
た
。『
二
科
七
○
年
史
』
に
よ
る
と
、
搬
入
は
絵
画
四
三
三
六
点
、
彫
刻
一
三
二
点
で
、
入
選
は
絵
画
四
三
三
点
、
彫
刻
五
五
点
で
あ
り
、
作
品
の
多
様
化
に
伴
い
授
賞
制
度
が
こ
の
回
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。
特
別
陳
列
は
山
下
新
太
郎
、
木
下
義
謙
、
田
口
省
吾
、
藤
井
二
郎
、
吉
井
淳
二
ら
の
渡
欧
作
品
で
あ
っ
た
（
５
）
。
第
九
室
に
関
し
て
い
え
ば
、
前
年
度
の
昭
和
六（
一
九
三
一
）年
第
一
八
回
二
科
展
の
際
、
第
九
室
に
超
現
実
主
義
、
抽
象
主
義
、
立
体
主
義
な
ど
の
諸
派
が
す
べ
て
集
め
ら
れ
、
そ
の
部
屋
は
「
モ
ダ
ン
・
ル
ー
ム
」
と
し
て
二
科
の
呼
び
も
の
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
注
目
す
る
第
一
九
回
に
お
い
て
は
そ
の
「
モ
ダ
ン
・
ル
ー
ム
」
が
第
五
室
に
移
動
さ
せ
ら
れ
、
第
九
室
は
女
性
画
家
の
作
品
で
占
め
ら
れ
た
部
屋
と
な
る
の
で
あ
る
（
６
）
。
し
か
し
、
翌
年
の
昭
和
八（
一
九
三
三
）年
第
二
○
回
二
科
展
で
は
再
び
第
九
室
が
「
モ
ダ
ン
・
ル
ー
ム
」
と
な
り
、
以
後
そ
れ
が
恒
例
化
し
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。『
二
科
七
○
年
史
』
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
の
時
期
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
、
九
室
を
拠
点
に
し
て
外
へ
の
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
」
と
い
え
よ
う
（
７
）
。
こ
の
よ
う
に
、
第
九
室
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
時
代
潮
流
を
擁
す
る
二
科
会
に
と
っ
て
、
特
別
な
意
味
を
も
つ
一
室
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
第
一
章
　
第
九
室
の
女
性
画
家
と
そ
の
作
品
第
一
九
回
二
科
展
第
九
室
で
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
の
か
。
第
九
室
の
女
性
画
家
四
三
名
中
、
新
聞
や
美
術
雑
誌
で
名
を
挙
げ
て
二
回
以
上
作
品
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
、
甲
斐
仁
代
、
深
沢
紅
子
、
藤
川
栄
子
、
島
あ
ふ
ひ
、
佐
伯
米
子
の
五
名
に
絞
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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一．
甲
斐
仁
代
（
か
い
・
ひ
と
よ
　
一
九
○
二_
一
九
六
三
）（
８
）
甲
斐
仁
代
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
一
一
月
二
日
佐
賀
県
佐
賀
市
に
生
ま
れ
、
一
四
歳
の
と
き
中
国
青
島
に
移
住
す
る
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
青
島
女
学
校
を
卒
業
後
、
上
京
し
女
子
美
術
学
校
西
洋
画
科
で
岡
田
三
郎
助
に
師
事
。
院
展
や
帝
展
に
出
品
し
て
い
た
中
出
三
也
（
９
）
と
は
戦
前
ま
で
同
居
し
て
お
り
、
彼
ら
が
創
立
し
た
一
九
二
○
年
社
展
に
も
第
二
回
展
に
出
品
し
て
い
る
。
大
正
一
二（
一
九
二
三
）年
、
第
一
○
回
二
科
展
で
《
ロ
シ
ヤ
婦
人
の
像
》
が
初
入
選
し
（
10
）
、
第
一
九
回
展
で
は
、《
赤
い
布
》（
図
１
）
と
、《
黒
い
箪
笥
の
静
物
》
の
二
点
を
出
品
し
た
。
そ
の
後
も
団
扇
を
手
に
し
た
浴
衣
の
女
性
を
描
い
た
《
娘
》（
一
九
三
四
年
）
や
、《
ラ
ヂ
オ
体
操
へ
行
く
子
供
等
》（
一
九
三
七
年
）
な
ど
、
第
二
四
回
展
ま
で
連
続
し
て
出
品
し
た
が
、
昭
和
一
四（
一
九
三
九
）年
か
ら
は
安
井
曾
太
郎
ら
が
創
立
し
た
一
水
会
に
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
甲
斐
は
、
人
物
画
の
他
に
果
物
な
ど
の
静
物
画
や
風
景
画
を
多
く
遺
し
た
。
い
ず
れ
も
題
材
を
単
純
化
し
流
れ
る
よ
う
な
筆
致
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
婦
人
洋
画
協
会
展
（
一
九
二
五
年
）、
婦
人
美
術
協
会
展
（
一
九
三
三
、
一
九
三
四
年
）
を
開
催
し
、
第
六
回
女
艸
会
（
一
九
三
八
年
）
に
は
招
待
出
品
と
し
て
参
加
、
戦
後
は
昭
和
二
二（
一
九
四
七
）年
に
設
立
さ
れ
た
女
流
画
家
協
会
に
も
参
加
し
会
員
と
な
っ
た
。
昭
和
三
○
年
頃
か
ら
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
社
長
石
橋
正
二
郎
夫
妻
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
日
展
に
も
出
品
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
七
月
二
九
日
、
六
○
歳
で
逝
去
し
た
。
出
品
番
号
二
八
三
《
赤
い
布
》
抽
象
的
な
模
様
の
布
を
背
景
に
し
た
着
物
姿
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
の
顔
に
は
右
半
分
に
影
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
題
か
ら
も
人
物
よ
り
背
景
に
重
点
を
置
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
出
品
番
号
二
八
四
《
黒
い
箪
笥
の
静
物
》
作
品
は
調
査
中
で
あ
る
が
、
題
材
と
な
っ
た
黒
い
箪
笥
は
同
居
し
て
い
た
中
出
三
也
が
古
道
具
屋
か
ら
買
っ
て
き
た
明
治
初
代
の
も
の
で
、
真
っ
黒
く
煤
け
て
三
畳
の
部
屋
に
置
い
て
あ
っ
た
ら
し
い
（
11
）
。
木
村
荘
八
は
《
赤
い
布
》
を
佳
作
で
あ
る
と
し
た
が
（
12
）
、
清
水
登
之
は
「
赤
い
布
。
黒
い
箪
笥
の
静
物
。
女
の
像
の
方
が
即
興
的
で
は
あ
る
が
興
味
は
あ
る
。
併
し
静
物
の
方
が
成
功
し
て
る
。」（
13
）
と
《
黒
い
箪
笥
の
静
物
》
の
方
を
評
価
し
て
い
た
。
甲
斐
は
す
で
に
二
科
会
で
も
評
価
の
安
定
し
た
女
性
画
家
で
あ
り
、「
今
で
は
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
位
置
を
築
き
上
げ
た
」
と
『
都
新
聞
』
で
評
さ
れ
て
い
る
し
（
14
）
、
荒
城
季
夫
も
「
幾
分
技
巧
上
の
粗
雑
さ
が
見
に
つ
く
け
れ
ど
も
、
相
当
達
者
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
15
）
。
宮
田
重
雄
は
「
画
業
の
苦
労
も
古
い
し
、
閨
秀
中
一
ば
ん
安
91
心
し
て
見
ら
れ
る
画
境
を
持
つ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
。」（
16
）
と
賛
辞
を
呈
し
て
お
り
、
こ
の
頃
は
既
に
成
熟
し
、
こ
と
細
か
く
批
評
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
画
境
に
達
し
て
い
た
。
二．
深
沢
紅
子
（
ふ
か
ざ
わ
・
こ
う
こ
一
九
○
三_
一
九
九
三
）（
17
）
深
沢
紅
子
は
、
明
治
三
六（
一
九
○
三
）年
三
月
二
三
日
岩
手
県
盛
岡
市
に
生
ま
れ
た
。
大
正
八（
一
九
一
九
）年
盛
岡
高
等
女
学
校
を
卒
業
後
、
女
子
美
術
大
学
日
本
画
科
に
入
学
す
る
が
西
洋
画
科
に
転
じ
岡
田
三
郎
助
に
師
事
す
る
。
甲
斐
仁
代
と
は
同
期
入
学
で
あ
っ
た
。
大
正
一
二（
一
九
二
三
）年
卒
業
後
、
洋
画
家
深
沢
省
三
と
結
婚
す
る
。
大
正
一
四（
一
九
二
五
）年
第
一
二
回
二
科
展
で
《
野
の
花
》
と
《
花
》
の
二
点
が
初
入
選
し
、
第
一
九
回
展
で
は
《
風
船
も
つ
少
女
》（
図
２
）
を
出
品
し
た
。
第
二
一
回
展
（
一
九
三
四
年
）
で
も
や
は
り
少
女
を
描
い
た
《
二
人
》
を
出
品
し
た
が
、
昭
和
一
二（
一
九
三
七
）年
か
ら
は
一
水
会
に
出
品
し
始
め
た
。
女
性
洋
画
家
団
体
と
の
関
連
で
は
、
婦
人
洋
画
協
会
展
、
婦
人
美
術
協
会
展
の
開
催
、
第
六
回
女
艸
会
に
招
待
出
品
と
し
て
参
加
、
戦
後
の
女
流
画
家
協
会
に
創
立
か
ら
会
員
と
な
る
ま
で
は
甲
斐
仁
代
と
全
く
同
じ
だ
が
、
深
沢
は
昭
和
一
八（
一
九
四
三
）年
に
女
流
美
術
家
奉
公
隊
に
も
参
加
し
て
い
る
。
戦
後
は
、
一
水
会
や
女
流
画
家
協
会
を
中
心
に
出
品
を
続
け
た
。
深
沢
の
作
品
は
少
女
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
繊
細
な
画
風
は
時
期
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
な
く
一
貫
し
て
い
た
。
岩
手
美
術
研
究
所
、
盛
岡
短
期
大
学
等
で
美
術
指
導
に
あ
た
り
、
平
成
五（
一
九
九
三
）年
三
月
二
五
日
、
山
梨
に
て
九
○
歳
で
逝
去
し
た
。
出
品
番
号
三
○
四
《
風
船
も
つ
少
女
》
片
手
で
紙
風
船
を
抱
え
、
も
う
片
方
の
手
を
腰
に
置
い
た
少
女
が
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
金
井
紫
雲
は
「
落
ち
つ
き
の
出
て
来
た
の
は
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
お
り
（
18
）
、
福
島
繁
太
郎
も
「
変
つ
た
感
覚
が
現
は
れ
て
ゐ
て
い
い
。」
と
、
佐
伯
米
子
、
島
あ
ふ
ひ
に
続
い
て
深
沢
の
作
品
に
触
れ
て
い
る
（
19
）
。
一
方
で
清
水
登
之
は
、「
バ
ツ
ク
の
黄
を
思
ひ
切
つ
て
殺
し
て
る
に
も
係
は
ら
ず
、
少
女
の
躯
が
浮
び
出
さ
ず
沈
ん
で
影
が
薄
く
な
つ
て
る
、
灰
調
の
遠
近
法
を
了
解
す
べ
し
。」
と
色
彩
に
つ
い
て
細
か
く
指
摘
し
て
い
た
（
20
）
。
三．
藤
川
栄
子
（
ふ
じ
か
わ
・
え
い
こ
一
九
○
○_
一
九
八
三
）（
21
）
藤
川
栄
子
は
、
明
治
三
三（
一
九
○
○
）年
一
○
月
二
五
日
香
川
県
高
松
市
に
生
ま
れ
た
。
大
正
七（
一
九
一
八
）年
高
松
高
等
女
学
校
を
92
卒
業
し
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
に
入
学
す
る
が
中
退
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
聴
講
生
と
な
り
大
正
一
二（
一
九
二
三
）年
に
修
了
す
る
。
同
年
、
彫
刻
家
藤
川
勇
造
と
結
婚
し
、
勇
造
に
絵
画
を
学
ん
だ
後
、
夫
の
友
人
で
あ
る
安
井
曾
太
郎
に
も
油
彩
を
学
ん
だ
。
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
か
ら
二
科
展
と
一
九
三
○
年
協
会
展
に
出
品
し
、
同
年
第
一
四
回
二
科
展
で
《
サ
ボ
の
あ
る
静
物
》
が
初
入
選
し
た
。
初
期
の
作
品
は
石
膏
な
ど
の
静
物
画
や
、
第
一
九
回
展
に
出
品
さ
れ
た
力
強
い
筆
致
の
《
少
女
》（
図
３
）《
拳
闘
選
手
》（
図
４
）
の
よ
う
な
安
井
曾
太
郎
の
影
響
が
見
ら
れ
る
人
物
画
が
多
か
っ
た
。
第
二
○
回
展
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
毎
回
裸
婦
像
を
出
品
す
る
よ
う
に
な
り
、
第
二
三
回
展
（
一
九
三
六
年
）
で
は
《
三
人
の
裸
女
》《
横
は
れ
る
裸
女
》
が
特
待
を
受
け
る
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
に
遊
学
す
る
昭
和
二
八（
一
九
五
三
）年
ま
で
裸
婦
像
の
探
求
を
続
け
た
。
昭
和
八（
一
九
三
三
）年
、
甲
斐
、
深
沢
ら
と
婦
人
美
術
協
会
展
を
開
催
し
た
後
、
島
あ
ふ
ひ
、
佐
伯
米
子
等
七
人
の
女
性
画
家
で
昭
和
一
一（
一
九
三
六
）年
に
七
彩
会
を
結
成
。
ま
た
、
佐
伯
ら
と
は
現
代
女
流
画
家
展
（
一
九
四
六
年
）
に
も
出
品
し
、
翌
年
女
流
画
家
協
会
を
設
立
し
た
。
戦
後
は
二
科
会
会
員
、
理
事
と
な
り
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
二
科
の
中
心
的
な
女
性
画
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
昭
和
五
八（
一
九
八
三
）年
一
一
月
二
八
日
、
東
京
に
て
八
二
歳
で
逝
去
し
た
。
出
品
番
号
三
三
九
《
少
女
》
着
物
を
着
た
少
女
が
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
る
。
こ
の
少
女
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
身
体
を
強
張
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
出
品
番
号
三
四
○
《
拳
闘
選
手
》
大
き
な
眼
で
一
点
を
見
つ
め
る
し
っ
か
り
と
し
た
眼
差
し
と
鍛
え
ら
れ
た
肉
体
は
、
内
面
か
ら
滲
み
出
る
自
信
を
物
語
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
二
点
の
作
品
に
つ
い
て
、
小
島
善
太
郎
は
「『
少
女
』
に
は
思
索
の
跡
が
読
め
る
が
、『
拳
闘
選
手
』
は
失
敗
だ
つ
た
。」
と
し（
22
）
、
春
山
武
松
も
「『
拳
闘
選
手
』
に
は
誇
張
が
あ
つ
て
い
や
で
あ
る
が
『
少
女
』
に
試
み
ら
れ
た
技
法
は
適
当
で
効
果
的
で
あ
る
。」
と
（
23
）
、
双
方
と
も
《
拳
闘
選
手
》
に
厳
し
く
《
少
女
》
の
方
に
肯
定
的
で
あ
る
。
清
水
登
之
も
ま
た
「
少
女
。
拳
闘
選
手
二
点
　
油
ぎ
つ
て
は
来
た
が
良
く
な
つ
た
と
は
思
は
ぬ
　
後
者
は
不
愉
快
。」
と
同
意
見
で
あ
っ
た
（
24
）
。
四．
島
あ
ふ
ひ
（
し
ま
・
あ
ふ
ひ
　
一
八
九
六_
一
九
八
八
）（
25
）
島
あ
ふ
ひ
は
、
明
治
二
九（
一
八
九
六
）年
一
一
月
三
日
徳
島
県
小
93
松
島
市
に
医
師
の
二
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
洋
画
家
石
丸
一
（
26
）
は
実
兄
で
あ
る
。
大
正
二（
一
九
一
三
）年
徳
島
県
立
高
等
女
学
校
を
卒
業
後
、
薬
剤
師
の
資
格
を
持
つ
島
亮
二
と
結
婚
。
一
時
、
島
成
園
に
日
本
画
を
学
ぶ
が
、
正
確
に
学
ん
だ
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
上
京
し
大
正
一
三（
一
九
二
四
）年
川
端
画
学
校
に
入
学
。
大
正
一
五（
一
九
二
六
）年
前
田
寛
治
の
主
宰
す
る
前
田
写
実
研
究
所
に
入
り
、
中
央
美
術
展
、
一
九
三
○
年
協
会
展
に
出
品
し
た
。
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
第
一
四
回
二
科
展
で
《
Ｎ
嬢
の
像
》
が
初
入
選
し
た
後
、
前
田
寛
治
の
影
響
の
濃
い
女
性
像
を
中
心
に
出
品
し
て
い
く
が
、
第
一
九
回
展
で
は
《
標
本
室
の
一
隅
》（
図
５
）《
人
形
を
配
せ
る
少
女
の
像
》（
図
６
）
の
よ
う
な
話
題
を
呼
ぶ
哲
学
的
な
作
品
を
展
開
す
る
。
そ
の
後
も
死
体
を
描
い
た
《
解
剖
実
習
室
》（
一
九
三
三
年
）
や
、
背
景
に
人
体
標
本
を
配
置
し
た
《
医
学
者
の
肖
像
》
（
一
九
三
四
年
）
な
ど
、
次
々
と
新
奇
な
趣
向
の
作
品
を
発
表
し
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
第
二
二
回
展
に
は
、
が
ら
り
と
作
風
が
変
わ
っ
た
《
早
春
姉
妹
の
図
》（
一
九
三
五
年
）
を
出
品
し
、
そ
れ
ま
で
の
医
学
的
な
主
題
を
扱
っ
た
作
品
は
影
を
潜
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
深
沢
紅
子
と
同
様
、
昭
和
一
二（
一
九
三
七
）年
か
ら
一
水
会
に
出
品
し
始
め
、
二
科
展
へ
の
出
品
は
同
年
の
第
二
四
回
展
が
最
後
と
な
っ
た
。
ま
た
、
甲
斐
、
深
沢
ら
と
共
に
婦
人
美
術
協
会
展
の
開
催
、
第
六
回
女
艸
会
に
招
待
出
品
と
し
て
参
加
し
た
ほ
か
、
藤
川
、
佐
伯
米
子
ら
と
共
に
七
彩
会
を
設
立
し
、
女
流
美
術
家
奉
公
隊
に
も
参
加
し
て
い
る
。
戦
後
は
女
流
画
家
協
会
、
二
紀
会
を
中
心
に
出
品
を
続
け
、
昭
和
六
三（
一
九
八
八
）年
一
○
月
三
○
日
、
東
京
に
て
九
一
歳
で
逝
去
し
た
。
出
品
番
号
三
○
五
《
標
本
室
の
一
隅
》
骸
骨
が
掛
か
っ
て
い
る
標
本
室
で
女
性
が
本
を
読
ん
で
い
る
。
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
九
月
一
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
と
、
こ
の
学
生
は
島
本
人
の
娘
を
モ
デ
ル
に
し
た
ら
し
い
（
27
）
。
吊
り
下
げ
ら
れ
た
骸
骨
や
、
標
本
ケ
ー
ス
の
中
の
頭
蓋
骨
、
彼
女
の
傍
ら
に
置
か
れ
た
頭
蓋
骨
の
一
部
と
い
う
見
る
者
を
戸
惑
わ
せ
る
よ
う
な
情
景
か
ら
、
標
本
室
に
漂
う
冷
た
い
空
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
が
、
娘
は
居
心
地
が
良
さ
そ
う
に
微
笑
ん
で
い
る
。
出
品
番
号
三
○
六
《
人
形
を
配
せ
る
少
女
の
像
》
帽
子
を
被
り
制
服
を
着
た
少
女
が
正
面
を
向
き
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
る
。
机
の
上
に
は
少
女
の
方
向
を
向
い
て
座
っ
た
人
形
と
、
人
形
の
足
元
に
は
画
集
の
よ
う
な
も
の
、
奥
に
果
物
を
乗
せ
た
台
が
あ
り
、
神
秘
的
で
謎
め
い
た
構
図
の
作
品
で
あ
る
。
島
あ
ふ
ひ
の
作
品
は
、
ど
ち
ら
も
新
し
い
方
向
性
を
示
す
題
材
で
あ
っ
た
た
め
か
、
新
聞
雑
誌
上
で
し
ば
し
ば
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
94
ず
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
「
今
度
入
選
し
た
二
点
は
い
づ
れ
も
構
図
に
新
味
を
見
せ
、
前
田
寛
治
氏
の
様
な
画
風
が
抜
け
て
自
分
の
も
の
に
な
つ
て
来
た
様
で
す
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
28
）
。
福
島
繁
太
郎
は
「
な
か
ゝ
ゝ
し
つ
か
り
し
て
ゐ
て
し
か
も
新
鮮
だ
。」
と
簡
単
に
述
べ
て
い
る
が
（
29
）
、
今
回
の
み
前
衛
の
部
屋
と
な
っ
た
第
五
室
に
つ
い
て
述
べ
た
福
沢
一
郎
は
次
の
よ
う
に
賞
賛
し
て
い
る
。
「
女
流
の
中
に
山
本
氏
（
30
）
に
比
す
べ
き
人
を
求
め
れ
ば
―
こ
れ
も
当
然
第
五
室
に
入
る
べ
き
人
で
あ
る
が
―
島
あ
ふ
ひ
女
史
が
居
る
。
「
人
形
を
配
せ
る
小
女
」
や
「
標
本
室
の
一
隅
」
な
ど
其
新
鮮
さ
は
愛
誦
す
べ
く
、
後
者
は
標
本
室
に
読
書
す
る
乙
女
を
描
く
、
髑
髏
を
配
し
て
も
厭
味
に
な
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
戸
を
越
し
て
文
身
の
人
間
の
皮
膚
の
幽
か
に
見
え
た
る
―
彼
女
は
た
ゞ
解
剖
を
学
ぶ
無
邪
気
な
乙
女
で
あ
る
か
？
ま
た
他
の
作
は
壁
も
床
も
無
く
テ
ー
ブ
ル
と
ソ
フ
ア
、
そ
れ
に
腰
か
け
た
小
女
と
人
形
と
の
対
話
、
遠
近
法
や
引
力
を
無
視
す
る
架
空
の
詩
」（
31
）
。
一
方
、
宮
田
重
雄
は
「
力
作
二
点
の
大
勉
強
で
あ
る
が
、
乾
燥
し
て
ゐ
る
。」
と
一
蹴
し
て
お
り
（
32
）
、
金
井
紫
雲
は
「
総
て
単
な
る
人
物
画
で
は
な
い
、
こ
れ
が
構
成
に
は
い
ろ
い
ろ
の
要
素
が
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
思
想
と
科
学
、
現
在
と
過
去
、
夢
幻
境
と
実
現
、
こ
ん
な
感
じ
が
画
面
に
よ
く
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
惜
い
か
な
深
刻
味
が
な
い
、
如
何
に
も
平
淡
で
あ
る
、
あ
っ
さ
り
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
」
と
惜
し
ん
で
い
る
（
33
）
。
ま
た
、
清
水
登
之
は
「
標
本
室
の
一
隅
は
他
よ
り
写
実
的
で
あ
る
が
統
一
さ
れ
て
居
ら
ず
、
人
形
を
配
せ
る
少
女
像
に
美
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
ふ
。
但
し
ア
イ
ボ
リ
ブ
ラ
ツ
ク
の
線
は
無
理
に
走
つ
て
い
る
。」
と
線
の
表
現
に
つ
い
て
指
摘
し
な
が
ら
も
《
人
形
を
配
せ
る
少
女
の
像
》
の
方
に
軍
配
を
あ
げ
て
い
た
（
34
）
。
五．
佐
伯
米
子
（
さ
え
き
・
よ
ね
こ
　
一
九
○
三_
一
九
七
二
）（
35
）
佐
伯
米
子
は
、
明
治
三
六（
一
九
○
三
）年
七
月
七
日
、
東
京
・
銀
座
の
象
牙
貿
易
商
の
二
女
と
し
て
生
ま
れ
、
東
京
女
学
館
を
卒
業
。
は
じ
め
日
本
画
を
川
合
玉
堂
に
学
ん
だ
。
大
正
一
○（
一
九
二
一
）年
、
当
時
ま
だ
東
京
美
術
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
佐
伯
祐
三
と
結
婚
し
、
大
正
一
三（
一
九
二
四
）年
か
ら
の
パ
リ
滞
在
中
、
祐
三
と
共
に
ヴ
ラ
マ
ン
ク
に
師
事
し
、
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
で
入
選
し
た
。
大
正
一
五（
一
九
二
六
）年
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
帰
国
後
、
同
年
第
一
三
回
二
科
展
に
《
花
》
な
ど
五
点
が
初
入
選
す
る
。
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
、
再
渡
欧
す
る
夫
に
同
行
し
た
が
、
翌
年
夫
と
娘
を
相
次
い
で
失
い
帰
国
す
る
。
滞
欧
中
か
ら
二
科
展
に
室
内
風
景
や
キ
ュ
ビ
ズ
ム
的
な
静
物
画
を
出
品
し
て
い
た
が
、
第
一
九
回
二
科
展
で
は
三
作
と
95
も
工
場
の
機
械
を
描
い
た
《
ヴ
ァ
ヴ
ド
マ
シ
ン
》（
図
７
）《
鍛
冶
》
（
図
８
）《
ス
ヰ
フ
ト
》（
図
９
）
を
出
品
し
注
目
を
浴
び
た
。
翌
年
の
第
二
○
回
展
で
も
《
フ
レ
ク
シ
ヨ
ン
・
プ
レ
ス
》
と
題
し
た
機
械
と
労
働
者
を
描
い
た
作
品
、
第
二
二
回
展
の
《
は
り
が
ね
》（
一
九
三
五
年
）
も
や
は
り
機
械
的
な
題
材
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
《
高
原
の
家
》（
一
九
三
七
年
）
な
ど
当
初
の
ヴ
ラ
マ
ン
ク
の
影
響
が
見
ら
れ
る
作
品
に
戻
り
、《
夕
映
え
》（
一
九
三
九
年
）
や
、
二
科
展
最
後
の
出
品
作
《
湖
を
見
る
ホ
テ
ル
》（
一
九
四
○
年
）
で
は
、
今
ま
で
に
な
い
繊
細
で
日
本
的
な
描
き
方
を
し
て
い
る
。
女
性
洋
画
家
団
体
に
は
、
島
ら
と
同
様
、
第
六
回
女
艸
会
に
招
待
出
品
と
し
て
参
加
し
た
ほ
か
、
七
彩
会
の
設
立
に
も
加
わ
っ
た
。
戦
後
は
藤
川
ら
と
現
代
女
流
画
家
展
に
参
加
し
、
女
流
画
家
協
会
を
設
立
し
た
。
昭
和
二
三（
一
九
四
八
）年
か
ら
は
二
紀
会
に
出
品
し
理
事
と
な
る
。
昭
和
四
七（
一
九
七
二
）年
一
一
月
一
三
日
、
東
京
に
て
六
九
歳
で
逝
去
し
た
。
出
品
番
号
三
○
九
《
ヴ
ァ
ヴ
ド
マ
シ
ン
》
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
七
月
二
七
日
号
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
に
、
「
青
空
の
ア
ト
リ
エ
　
裂
日
を
浴
び
て
製
作
に
苦
心
の
　
二
科
の
閨
秀
画
家
」
と
題
し
た
二
科
の
女
性
画
家
の
特
集
記
事
が
あ
る
（
36
）
。
そ
の
中
で
佐
伯
米
子
の
制
作
風
景
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
写
真
の
中
の
作
品
が
《
ヴ
ァ
ヴ
ド
マ
シ
ン
》
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
出
品
番
号
三
一
○
《
鍛
冶
》
工
場
の
内
部
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
機
械
が
所
狭
し
と
並
ん
で
お
り
、
雑
然
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
出
品
番
号
三
一
一
《
ス
ヰ
フ
ト
》
針
金
工
場
の
機
械
を
描
い
た
も
の
で
、
四
つ
の
コ
ッ
プ
の
よ
う
な
形
の
、
機
械
の
一
部
を
中
心
に
描
い
て
い
る
。《
鍛
冶
》
と
同
様
、
女
性
的
な
優
し
さ
よ
り
も
男
性
的
な
力
強
さ
が
受
け
取
れ
る
作
品
で
あ
る
。こ
の
三
作
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
「
針
金
工
場
を
描
い
て
い
る
が
、
ど
こ
と
な
く
祐
三
氏
の
精
神
が
残
つ
て
ゐ
る
感
じ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
37
）
。
ま
た
同
紙
の
展
評
欄
に
お
い
て
児
島
喜
久
雄
は
、「
三
作
中
で
は
あ
の
画
（『
鍛
冶
』）
が
一
番
い
ゝ
と
お
も
つ
た
、
他
の
二
作
に
あ
る
や
う
な
黒
、
朱
、
青
霞
、
淡
黄
、
白
等
の
配
色
は
自
然
一
種
味
の
あ
る
か
い
調
を
生
じ
る
け
れ
ど
も
彼
の
や
う
に
器
械
を
大
き
く
描
く
こ
と
は
面
白
く
な
い
。
特
に
器
械
の
表
現
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
思
は
せ
ぶ
り
な
だ
け
で
意
味
が
無
い
と
お
も
ふ
。『
鍛
冶
』
の
や
う
な
写
実
的
な
も
の
ゝ
方
が
同
情
出
来
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
38
）
。
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春
山
武
松
は
こ
の
三
作
を
「
男
を
瞠
若
た
ら
し
め
る
傑
作
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。「
こ
れ
は
圓
や
三
角
や
四
角
の
形
態
の
組
合
せ
に
よ
る
美
、
機
械
の
ロ
マ
ン
ス
な
ど
と
い
ふ
生
や
さ
し
い
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
は
も
つ
と
深
刻
で
あ
る
。
怪
物
然
た
る
機
械
、
調
帯
に
よ
つ
て
超
ス
ピ
ー
ド
に
廻
転
す
る
歯
車
、
驚
異
と
も
恐
怖
と
も
感
ぜ
ら
れ
る
活
力
、
神
秘
な
生
産
力
。
そ
し
て
そ
れ
と
共
に
働
い
て
ゐ
る
職
工
の
汗
と
脂
。
雑
然
と
し
て
悪
臭
に
充
ち
た
工
場
の
内
部
は
、
近
代
文
化
に
お
け
る
疑
問
符
で
あ
る
。
然
か
も
こ
れ
を
現
は
す
筆
は
極
め
て
芸
術
的
で
、
歯
車
、
針
金
、
壊
れ
た
箱
に
至
る
ま
で
真
実
の
レ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
し
、
整
然
た
る
統
制
の
下
に
活
力
と
労
苦
と
を
に
じ
み
出
さ
せ
て
ゐ
る
。
か
よ
は
い
女
性
に
し
て
こ
の
意
義
深
い
表
現
で
あ
る
こ
と
に
不
思
議
を
感
ず
る
と
ゝ
も
に
大
い
な
る
傑
作
と
し
て
推
賞
す
る
を
憚
ら
ぬ
」（
39
）
。
金
井
紫
雲
も
、「
佐
伯
米
子
氏
の
三
作
が
嶄
然
一
頭
地
を
抜
い
て
ゐ
る
（
中
略
）
何
れ
も
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
表
現
で
あ
る
、
こ
れ
ま
で
も
機
械
類
を
扱
つ
た
作
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
ゝ
ま
で
鋭
く
突
込
ん
で
、
然
か
も
巧
に
芸
術
化
し
て
ゐ
る
手
際
は
推
賞
に
値
す
る
」
と
第
九
室
の
な
か
で
も
佐
伯
の
作
品
が
抜
き
ん
出
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
（
40
）
。
福
島
繁
太
郎
も
「
佐
伯
米
子
氏
の
作
品
は
面
白
い
。
黄
白
黒
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
面
白
く
感
覚
も
す
る
ど
い
。
入
選
中
の
優
秀
な
る
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
41
）
。
ま
た
、
第
五
室
に
つ
い
て
述
べ
た
福
沢
一
郎
は
、
佐
伯
を
島
あ
ふ
ひ
同
様
、
第
九
室
よ
り
も
「
こ
ゝ
（
第
五
室
）
へ
招
待
せ
ら
る
べ
き
で
あ
」
る
と
し
、「
描
写
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
線
描
が
不
思
議
な
効
果
を
奏
し
て
こ
の
柔
か
い
女
性
の
愛
撫
に
変
説
し
た
機
械
を
見
出
す
。
芸
術
と
い
ふ
も
の
を
私
は
全
く
不
思
議
に
思
ふ
の
で
あ
る
。
醜
く
、
そ
し
て
油
ぎ
つ
た
機
械
が
何
故
女
性
の
手
に
か
ゝ
る
と
か
く
も
柔
和
な
表
現
が
与
へ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
？
」
と
、
機
械
と
い
う
男
性
的
な
題
材
を
柔
ら
か
く
表
現
す
る
女
性
作
品
の
特
徴
に
注
目
し
て
い
る（
42
）
。
一
方
、
清
水
登
之
は
「
ヴ
ァ
ヴ
ド
マ
シ
ン
。
鍛
冶
が
優
れ
て
る
。
大
作
に
は
迫
る
も
の
が
弱
い
、
原
色
に
対
し
て
快
調
を
持
つ
色
を
考
慮
す
る
こ
と
。」
と
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
（
43
）
。
小
島
善
太
郎
は
「
ま
だ
説
明
に
過
敏
で
あ
つ
て
、
内
容
の
持
つ
己
の
力
に
欠
け
て
見
え
る
。「
ス
ヰ
フ
ト
」
が
そ
れ
を
語
つ
て
ゐ
る
。
丸
い
機
械
を
あ
れ
程
重
複
し
て
、
そ
の
説
明
に
捉
は
れ
る
こ
と
は
内
容
を
無
に
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
（
44
）
、
ま
た
宮
田
重
雄
も
「
近
年
の
画
風
は
関
心
し
な
い
。
今
年
の
モ
チ
イ
フ
な
ぞ
は
、
借
り
物
の
様
な
気
が
す
る
。」
と
批
評
し
て
い
た
（
45
）
。
こ
の
三
作
に
限
っ
た
コ
メ
ン
ト
で
は
な
い
が
、
大
山
廣
光
は
「
よ
く
出
来
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
生
活
が
裏
付
け
ら
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い
97
も
の
と
思
ふ
。
機
械
の
美
だ
け
な
ら
、
既
で
に
白
耳
義
の
ヴ
ェ
ル
ア
ー
ラ
ン
が
数
十
年
前
に
唄
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
は
佐
伯
氏
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
今
度
の
二
科
は
工
場
だ
と
か
、
労
働
者
を
扱
つ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
が
殆
ん
ど
生
活
が
裏
付
け
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
工
場
や
労
働
を
単
純
に
讃
美
す
る
に
は
現
代
人
の
心
は
余
り
に
も
複
雑
で
あ
る
。」
と
、
生
活
の
裏
付
け
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
工
場
や
労
働
を
描
く
画
家
全
体
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
（
46
）
。
以
上
、
五
人
の
女
性
画
家
と
そ
の
出
品
作
を
考
察
し
た
が
、
彼
女
た
ち
の
略
歴
か
ら
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
ず
、
恵
ま
れ
た
家
庭
で
育
ち
高
等
教
育
を
受
け
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
島
あ
ふ
ひ
は
実
兄
が
洋
画
家
で
あ
る
が
、
他
の
四
人
は
配
偶
者
が
皆
美
術
に
携
わ
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
（
47
）
。
そ
の
た
め
か
、
彼
女
た
ち
は
第
九
室
の
な
か
で
も
特
に
注
目
を
浴
び
た
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
岡
田
三
郎
助
、
前
田
寛
治
、
安
井
曾
太
郎
等
著
名
な
師
匠
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
上
、
多
く
の
美
術
家
が
自
宅
に
集
ま
る
環
境
の
中
で
生
活
し
て
き
た
彼
女
た
ち
が
、
後
に
女
流
画
家
協
会
に
代
表
さ
れ
る
女
性
洋
画
家
団
体
設
立
の
中
心
人
物
と
な
る
こ
と
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
（
48
）
。
次
に
、
顕
著
で
あ
る
の
が
藤
川
栄
子
、
島
あ
ふ
ひ
、
佐
伯
米
子
の
第
一
九
回
二
科
展
以
降
の
作
品
、
特
に
第
二
○
回
展
（
一
九
三
三
年
）
か
ら
第
二
二
回
展
（
一
九
三
五
年
）
に
か
け
て
み
ら
れ
る
画
風
の
変
化
で
あ
る
。
藤
川
は
第
二
○
回
展
か
ら
裸
婦
を
多
く
描
く
よ
う
に
な
る
し
、
島
は
死
体
や
標
本
な
ど
の
主
題
か
ら
第
二
二
回
展
に
は
一
転
し
て
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
画
風
に
転
換
し
、
第
二
二
回
展
ま
で
機
械
的
な
作
品
を
発
表
し
て
い
た
佐
伯
も
、
そ
の
後
は
風
景
画
を
中
心
に
描
く
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
画
風
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
高
ま
り
、
こ
の
時
期
が
彼
女
た
ち
の
画
歴
に
お
い
て
も
重
要
な
転
換
期
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
と
り
わ
け
佐
伯
米
子
と
島
あ
ふ
ひ
が
群
を
抜
い
て
新
聞
雑
誌
上
に
数
多
く
、
ま
た
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
佐
伯
米
子
は
夫
祐
三
の
知
名
度
の
高
さ
か
ら
も
自
然
と
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
彼
女
の
作
品
自
体
が
、
第
九
室
に
お
い
て
特
別
視
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
佐
伯
ほ
ど
で
は
な
い
が
他
に
比
べ
て
や
は
り
多
く
批
評
対
象
と
な
っ
て
い
た
島
あ
ふ
ひ
の
作
品
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
花
や
静
物
、
人
物
を
整
然
と
描
く
傾
向
に
あ
る
他
の
女
性
画
家
と
は
違
っ
て
、
佐
伯
は
機
械
を
、
島
は
女
性
と
頭
蓋
骨
と
い
う
組
み
合
98
わ
せ
や
不
可
解
と
も
い
え
る
構
図
の
作
品
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
女
た
ち
の
作
品
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
絵
画
か
ら
の
着
想
を
得
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
第
一
六
回
二
科
展
で
発
表
さ
れ
た
古
賀
春
江
の
《
海
》（
図
10
）
や
、
翌
年
第
一
七
回
展
に
出
品
さ
れ
た
高
井
貞
二
の
《
文
明
》（
図
11
）
等
と
い
っ
た
潜
水
艦
や
機
械
装
置
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
作
品
の
影
響
に
よ
っ
て
、
佐
伯
が
自
ら
の
題
材
に
機
械
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
有
り
得
る
（
49
）
。
一
方
で
、
島
あ
ふ
ひ
の
作
品
は
、
福
沢
一
郎
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
50
）
。
特
に
島
の
《
標
本
室
の
一
隅
》
と
、
昭
和
六（
一
九
三
一
）年
第
一
回
独
立
美
術
協
会
に
出
品
さ
れ
た
福
沢
の
《
寡
婦
と
誘
惑
》（
図
12
）
は
、
恐
怖
感
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
背
景
に
、
頬
杖
を
つ
く
女
性
を
配
し
た
構
図
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
佐
伯
米
子
と
島
あ
ふ
ひ
は
一
般
受
け
の
よ
い
美
的
な
作
品
で
は
な
く
、
意
表
を
突
く
よ
う
な
主
題
の
作
品
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
第
九
室
の
女
性
画
家
の
な
か
で
も
一
段
と
注
目
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
佐
伯
と
島
は
、
福
沢
一
郎
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
「
当
然
第
五
室
に
入
る
べ
き
」
二
人
で
あ
り
（
51
）
、「
女
流
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
彼
女
た
ち
の
作
品
が
「
前
衛
」
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
特
別
視
さ
れ
た
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
第
二
章
　
第
九
室
評
第
一
九
回
二
科
展
の
開
催
期
間
中
に
は
、
新
聞
雑
誌
が
競
っ
て
二
科
展
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
の
中
で
も
、
第
九
室
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
。
作
家
個
別
の
作
品
に
対
す
る
批
評
は
前
章
で
考
察
し
た
た
め
、
こ
こ
で
は
第
九
室
全
体
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
を
検
討
す
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の
入
選
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一．
新
聞
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
、
第
一
九
回
二
科
展
が
開
催
さ
れ
る
二
日
前
の
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
九
月
一
日
に
、「
秋
華
や
か
に
　
女
流
大
進
出
」
と
、
家
庭
面
に
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
同
記
事
は
、「
量
に
も
質
に
も
目
ざ
ま
し
く
　
初
め
て
二
科
の
一
室
を
占
め
て
」「
そ
の
作
と
人
を
彩
る
ロ
ー
マ
ン
ス
」
と
見
出
し
を
掲
げ
、「
絵
画
入
選
者
総
数
三
百
二
十
人
の
う
ち
女
流
画
家
は
四
十
五
人
と
い
ふ
多
数
で
、
す
ば
ら
し
い
女
人
軍
の
進
出
で
す
、
彫
刻
は
入
選
者
三
十
99
六
人
の
う
ち
た
ゞ
一
人
入
選
し
て
正
に
紅
一
点
と
い
ふ
と
こ
ろ
、
さ
て
二
科
の
絵
画
は
本
年
か
ら
女
流
作
家
だ
け
を
一
室
に
ま
と
め
て
け
ん
を
競
は
せ
る
事
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
が
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
女
流
作
家
は
一
つ
の
傾
向
に
陥
つ
て
、
と
か
く
個
性
の
な
い
画
を
描
く
人
が
多
か
つ
た
や
う
で
す
が
、
今
年
は
各
人
の
方
向
が
い
ろ
ゝ
ゝ
に
な
つ
て
く
る
と
同
時
に
ハ
ツ
キ
リ
し
て
来
て
ゐ
ま
す
、
こ
れ
は
誠
に
喜
ば
し
い
傾
向
で
あ
る
と
共
に
今
年
の
著
し
い
現
象
で
せ
う
、
そ
し
て
感
受
性
の
早
い
女
性
だ
け
あ
つ
て
、
全
体
に
モ
ダ
ン
味
が
あ
つ
て
、
色
な
ど
も
流
行
に
投
じ
た
も
の
が
可
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
」
と
、
女
性
画
家
の
進
出
を
大
歓
迎
し
て
い
る
（
52
）
。
『
週
刊
婦
女
新
聞
』
は
名
前
の
と
お
り
婦
人
向
け
新
聞
で
あ
り
女
性
の
活
躍
を
逐
一
採
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
も
、
二
科
の
第
九
室
を
見
逃
す
は
ず
は
な
い
。
「
去
る
三
日
か
ら
府
美
術
館
に
開
か
れ
て
ゐ
る
二
科
会
の
女
流
入
選
者
は
、
今
年
は
四
十
五
人
（
全
部
で
は
三
百
廿
八
人
）
と
云
ふ
素
晴
ら
し
い
進
出
振
り
で
、
彫
刻
に
は
竹
田
美
恵
子
氏
が
た
ゞ
一
人
入
選
し
た
。
尚
二
科
で
は
本
年
は
女
流
を
一
室
に
集
め
て
ゐ
る
が
、
今
年
の
新
傾
向
と
し
て
之
ま
で
女
流
の
共
通
的
な
欠
点
で
あ
っ
た
単
調
を
脱
し
個
性
的
な
も
の
が
多
い
と
」（
53
）
。
「
個
性
」
が
出
て
き
た
と
い
う
点
で
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
記
事
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
読
売
新
聞
』
の
小
島
善
太
郎
に
よ
る
「
二
科
展
洋
画
評
」
は
、「
往
年
の
審
査
厳
選
の
気
概
に
缺
け
、
發
戟
た
る
作
の
替
り
に
、
徒
ら
に
作
の
多
く
が
羅
列
さ
れ
殊
に
女
流
四
十
四
名
か
ら
の
入
選
は
、
些
か
甘
き
に
過
ぎ
遺
憾
で
あ
る
。」
と
、
作
品
数
の
多
さ
や
女
性
作
品
に
対
す
る
評
価
の
甘
さ
を
嘆
い
て
い
た
（
54
）
。
『
報
知
新
聞
』
で
は
、
外
山
卯
三
郎
が
「
第
九
室
は
婦
人
室
だ
が
特
筆
す
べ
き
作
家
は
少
い
。（
中
略
）
女
流
作
家
の
一
般
的
な
欠
点
は
、
物
質
描
写
の
た
り
な
い
こ
と
ゝ
、
モ
テ
イ
フ
の
興
味
に
溺
れ
す
ぎ
て
、
そ
れ
を
絵
画
化
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
欠
点
が
切
り
抜
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
も
つ
と
偉
大
な
優
秀
な
画
家
が
出
現
す
る
だ
ら
う
。」
と
女
性
画
家
の
技
巧
上
の
欠
点
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
（
55
）
。
ま
た
、『
國
民
新
聞
』
に
お
い
て
伊
原
宇
三
郎
は
「
第
九
室
　
女
流
部
屋
と
い
ふ
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
が
、
色
と
り
ゞ
ゝ
の
美
し
さ
は
あ
つ
て
も
、
巧
拙
は
別
に
し
て
、
何
処
か
弱
々
し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
の
は
否
め
な
い
。
男
性
の
仕
事
の
後
を
追
ふ
の
で
は
な
く
、
男
性
で
は
開
く
こ
と
の
出
来
な
い
芸
術
の
他
の
扉
を
求
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、
女
性
の
恥
辱
で
あ
る
ハ
ン
デ
イ
キ
ヤ
ツ
プ
は
永
久
に
除
か
れ
な
い
で
あ
ら
う
。」
と
女
性
の
芸
術
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
100
と
を
前
提
に
論
じ
て
い
る
が
、
彼
の
論
調
は
男
性
画
家
に
は
な
い
女
性
画
家
の
独
自
性
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
（
56
）
。
二．
美
術
雑
誌
美
術
雑
誌
は
ど
う
か
。『
美
術
新
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
福
島
繁
太
郎
の
「
二
科
会
を
観
る
」
で
は
、「
婦
人
連
の
活
躍
は
相
当
め
ざ
ま
し
い
。（
中
略
）
二
科
は
女
に
お
さ
へ
ら
れ
ま
し
た
。」
と
女
性
画
家
た
ち
の
勢
い
を
強
調
し
て
い
る
（
57
）
。
一
方
で
木
村
荘
八
は
、「
こ
ゝ
（
第
九
室
）
に
は
別
段
特
に
取
り
立
て
ゝ
評
す
可
き
程
の
作
と
云
つ
て
は
見
當
ら
な
い
」
と
冷
淡
で
あ
る
（
58
）
。
『
美
之
國
』
の
有
島
生
馬
は
「
堅
実
の
二
科
」
と
題
し
た
中
で
、
「
女
流
作
家
が
伸
び
て
行
く
こ
と
も
、
今
年
は
著
し
く
目
に
つ
い
た
。
中
で
も
島
あ
ふ
い
氏
、
西
脇
マ
ジ
ョ
リ
氏
等
い
ゝ
と
思
つ
た
　
恁
う
し
た
女
流
の
名
手
を
出
し
て
行
く
の
も
二
科
の
喜
ぶ
べ
き
傾
向
の
一
つ
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
（
59
）
。
し
か
し
、
同
誌
の
荒
城
季
夫
「
二
科
会
印
象
」
で
は
、「
女
流
画
家
の
為
に
一
室
を
提
供
し
た
」
の
は
「
新
し
い
人
気
取
り
の
一
策
」
と
述
べ
、
否
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。「二
科
会
は
今
度
女
流
作
家
の
為
に
一
室
を
提
供
し
た
。
こ
れ
は
勿
論
こ
の
会
特
有
の
新
し
い
人
気
取
り
の
一
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
や
う
に
有
閑
マ
ダ
ム
や
令
嬢
の
素
人
画
を
所
狭
し
と
壁
面
一
杯
に
埋
め
尽
し
た
の
で
は
、
到
底
眞
の
人
気
を
獲
得
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ら
う
。
も
う
少
し
厳
選
し
て
、
技
術
的
に
も
習
練
を
経
た
女
性
を
選
び
上
げ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
四
十
余
人
の
出
品
者
で
あ
る
が
、
中
で
鑑
賞
す
る
に
足
る
作
品
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
」（
60
）
。
『
ア
ト
リ
エ
』
で
も
、
荒
城
季
夫
が
『
美
之
國
』
と
同
様
の
批
評
を
し
て
い
た
ほ
か
（
61
）
、「
非
常
時
に
於
け
る
美
術
の
種
々
相
を
語
る
」
と
題
し
た
新
興
美
術
批
評
家
協
会
会
員
（
62
）
に
よ
る
談
話
形
式
の
批
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
第
九
室
に
関
す
る
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、
彼
ら
は
「
女
流
」
を
集
め
た
部
屋
に
断
固
反
対
し
て
い
る
。
「
二
科
の
女
性
記
録
　
尾
川
。
女
の
部
屋
は
ど
う
だ
。
荒
城
。
あ
の
部
屋
に
は
ふ
ん
だ
ん
に
ダ
ラ
シ
の
な
い
絵
が
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
。
ま
あ
拾
へ
る
も
の
は
、
藤
川
栄
子
、
島
あ
ふ
ひ
君
な
ど
の
絵
に
は
、
勉
強
し
た
絵
だ
と
認
め
ら
れ
る
。
マ
ヂ
ヨ
リ
は
達
者
で
、
色
な
ど
も
フ
レ
ツ
ユ
（
マ
マ
）
だ
。
横
川
。
僕
は
二
科
の
女
部
屋
は
ど
う
も
い
や
だ
。
新
聞
の
入
選
発
表
な
ど
が
い
つ
迄
も
女
性
本
位
の
イ
ヤ
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
方
法
を
と
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
教
養
あ
る
二
科
会
が
女
部
屋
を
一
つ
作
る
な
ん
て
い
ふ
の
は
ど
う
も
感
心
し
な
い
」（
63
）
。
『
み
づ
ゑ
』
で
は
鍋
井
克
之
が
「
二
科
展
雑
感
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
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「
今
年
は
女
流
の
作
品
の
み
を
一
室
に
集
め
る
試
み
が
行
は
れ
た
。
女
性
で
あ
る
特
色
が
如
何
に
発
揮
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
私
に
は
気
付
い
た
点
は
少
な
い
が
、
各
作
家
そ
れ
ゞ
ゝ
の
底
に
持
つ
或
る
弱
さ
の
や
う
な
も
の
が
、
一
室
に
集
め
ら
れ
た
為
め
に
、
さ
う
し
た
気
持
ち
が
全
体
に
流
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
ぜ
ら
れ
た
。（
中
略
）
兎
に
角
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
あ
く
○
○
の
強
い
も
の
が
な
い
。
こ
れ
の
無
い
事
は
、
藝
術
を
最
後
に
最
高
の
境
地
へ
達
せ
し
め
る
の
に
は
甚
だ
た○
よ○
り○
の
少
い
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
女
性
の
作
品
は
初
め
か
ら
皆
う
ま
く
描
き
過
ぎ
る
。
感
覚
的
で
神
経
が
細
か
い
の
で
、
す
ぐ
に
も
気
の
き
い
た
作
品
が
出
来
易
い
の
で
あ
ら
う
。
年
を
取
れ
ば
自
然
と
油
の
ぬ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
う
ん
と
油
つ
こ
い
位
で
丁
度
い
ゝ
の
で
あ
る
。
こ
の
油
ツ
気
、
即
ち
あ
く
○
○
が
女
性
に
は
少
い
と
感
ぜ
ら
れ
た
」（
64
）
。
前
述
し
た
『
國
民
新
聞
』
上
の
伊
原
宇
三
郎
と
同
様
、
女
性
画
家
に
よ
る
作
品
特
有
の
弱
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
冷
静
に
分
析
し
た
コ
メ
ン
ト
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
第
九
室
の
全
体
に
関
す
る
評
価
に
関
し
て
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
と
『
週
刊
婦
女
新
聞
』、
福
島
繁
太
郎
に
よ
る
『
美
術
新
論
』、
有
島
生
馬
に
よ
る
『
美
之
國
』
な
ど
「
女
流
」
の
進
出
を
歓
迎
し
た
記
事
も
見
ら
れ
る
が
、
荒
城
季
夫
を
は
じ
め
と
し
て
詳
細
に
第
九
室
を
論
じ
た
美
術
雑
誌
に
お
い
て
は
全
体
的
に
厳
し
い
見
解
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
的
に
は
「
女
流
」
の
部
屋
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
歓
迎
さ
れ
た
が
、
専
門
的
に
見
る
と
評
価
が
高
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
の
傾
向
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
多
く
の
否
定
的
な
評
価
が
、
「
女
流
」
の
部
屋
の
存
続
を
困
難
に
し
た
ひ
と
つ
の
原
因
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
章
　
二
科
展
に
お
け
る
女
性
画
家
と
部
屋
割
の
傾
向
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
第
一
回
か
ら
第
三
○
回
ま
で
の
二
科
会
女
性
画
家
の
人
数
と
作
品
数
を
集
計
し
た
結
果
（
65
）
、
昭
和
元（
一
九
二
六
）年
第
一
三
回
か
ら
、
前
年
の
第
一
二
回
で
は
四
名
だ
っ
た
女
性
画
家
の
人
数
が
一
二
名
と
三
倍
に
激
増
し
、
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
た
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
第
一
九
回
（
四
三
名
）
ま
で
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
時
減
少
傾
向
も
見
ら
れ
る
が
再
び
増
加
し
、
昭
和
一
四（
一
九
三
九
）年
第
二
六
回
に
お
い
て
女
性
画
家
の
人
数
は
頂
点
に
達
す
る
。
な
ぜ
第
一
三
回
か
ら
二
科
展
に
女
性
画
家
が
多
く
登
場
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
第
一
九
回
以
降
の
人
数
増
減
102
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
細
な
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
「
女
流
」
の
部
屋
と
し
て
一
室
が
提
供
さ
れ
た
第
一
九
回
は
、
二
科
に
お
け
る
女
性
進
出
の
中
間
到
達
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
女
性
画
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
室
番
号
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
第
一
回
（
一
九
一
四
年
）
か
ら
第
一
二
回
（
一
九
二
五
年
）
ま
で
は
女
性
の
数
が
最
多
で
四
名
と
少
な
く
、
第
一
二
回
か
ら
第
一
七
回
（
一
九
三
○
年
）
ま
で
は
室
番
号
が
不
明
の
た
め（
66
）
、
第
一
八
回
か
ら
二
科
会
が
一
時
解
散
と
な
る
第
三
○
回
ま
で
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
部
屋
ご
と
に
概
観
す
る
と
、
一
つ
の
部
屋
に
女
性
画
家
の
人
数
は
三
人
前
後
の
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
二
科
会
が
誰
の
作
品
を
第
何
室
に
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
女
性
の
割
合
が
均
等
に
な
る
よ
う
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
意
図
的
に
女
性
だ
け
を
集
め
た
第
一
九
回
第
九
室
の
よ
う
な
部
屋
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
覧
会
に
つ
き
女
性
の
作
品
が
多
く
展
示
さ
れ
た
部
屋
が
み
ら
れ
た
。
第
一
八
回
か
ら
第
三
○
回
ま
で
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
他
の
部
屋
に
比
べ
て
女
性
画
家
が
最
も
多
か
っ
た
室
番
号
と
そ
の
人
数
及
び
作
品
数
を
、
以
下
順
に
記
す
（
67
）
。
な
お
、
第
一
八
回
か
ら
第
三
○
回
ま
で
の
各
回
の
室
数
は
す
べ
て
全
一
四
室
で
あ
る
。
第
一
八
回
（
一
九
三
一
年
）
第
一
二
室
　
九
名
、
一
二
点
（
全
三
六
名
、
四
九
点
）。
第
一
九
回
（
一
九
三
二
年
）
第
九
室
　
四
三
名
、
五
九
点
（
全
四
三
名
、
五
九
点
）。
第
二
○
回
（
一
九
三
三
年
）
第
五
室
　
五
名
、
六
点
（
全
三
一
名
、
四
二
点
）。
第
二
一
回
（
一
九
三
四
年
）
第
五
室
　
五
名
、
六
点
。
第
一
一
室
五
名
、
六
点
（
全
三
三
名
、
四
○
点
）。
第
二
二
回
（
一
九
三
五
年
）
第
一
一
室
　
六
名
、
六
点
。
第
一
二
室
　
六
名
、
六
点
（
全
三
八
名
、
四
三
点
）。
第
二
三
回
（
一
九
三
六
年
）
第
一
三
室
　
八
名
、
一
四
点
（
全
四
六
名
、
五
四
点
）。
第
二
四
回
（
一
九
三
七
年
）
第
一
三
室
　
六
名
、
六
点
（
全
四
一
名
、
四
三
点
）。
第
二
五
回
（
一
九
三
八
年
）
第
一
一
室
　
一
二
名
、
一
四
点
（
全
五
二
名
、
五
九
点
）。
第
二
六
回
（
一
九
三
九
年
）
第
七
室
　
九
名
、
一
二
点
。
第
一
○
室
　
九
名
、
一
○
点
。
第
一
四
室
　
九
名
、
九
点
（
全
七
一
名
、
八
103
二
点
）。
第
二
七
回
（
一
九
四
○
年
）
第
一
四
室
　
一
三
名
、
一
四
点
（
全
六
五
名
、
七
一
点
）。
第
二
八
回
（
一
九
四
一
年
）
第
一
一
室
　
一
○
名
、
一
○
点
（
全
五
二
名
、
五
七
点
）。
第
二
九
回
（
一
九
四
二
年
）
第
一
三
室
　
一
二
名
、
一
二
点
（
全
五
九
名
、
五
九
点
）。
第
三
○
回
（
一
九
四
三
年
）
第
一
○
室
　
六
名
、
六
点
。
第
一
三
室
　
六
名
、
六
点
（
全
三
五
名
、
三
五
点
）。
こ
の
よ
う
に
各
部
屋
の
女
性
画
家
数
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
第
一
○
室
以
降
、
と
り
わ
け
第
一
一
室
と
第
一
三
室
が
、
調
査
対
象
と
し
た
全
一
三
回
各
四
回
ず
つ
と
突
出
し
て
い
る
。
各
部
屋
の
人
数
や
、
各
年
毎
に
出
品
し
た
女
性
画
家
数
は
異
な
る
た
め
、
女
性
が
多
か
っ
た
部
屋
の
人
数
や
作
品
数
も
当
然
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
第
何
室
に
女
性
画
家
の
作
品
が
多
く
振
り
分
け
ら
れ
た
の
か
、
こ
の
結
果
か
ら
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
美
術
団
体
に
お
い
て
女
性
画
家
が
受
賞
し
会
員
と
な
る
こ
と
が
男
性
画
家
よ
り
は
る
か
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
近
代
日
本
に
お
け
る
女
性
画
家
を
め
ぐ
る
制
度
―
戦
前
・
戦
後
の
洋
画
家
を
中
心
に
」
（『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
）
の
な
か
で
小
勝
禮
子
氏
も
指
摘
し
て
お
り
（
68
）
、
二
科
展
で
も
会
友
ま
で
で
会
員
と
な
っ
た
女
性
は
戦
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
同
氏
は
「
戦
前
の
女
性
画
家
は
才
能
で
は
な
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
、
初
め
か
ら
会
員
制
度
の
埒
外
に
置
か
れ
、
長
く
一
般
出
品
者
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
が
（
69
）
、
女
性
作
品
が
展
示
さ
れ
た
室
番
号
を
概
観
す
る
と
、
受
賞
や
会
員
ど
こ
ろ
か
女
性
画
家
に
よ
る
作
品
が
後
ろ
の
部
屋
に
追
い
や
ら
れ
、
よ
り
誇
張
し
て
言
う
な
ら
ば
「
一
般
出
品
者
」
よ
り
も
女
性
出
品
者
が
低
位
に
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
第
一
章
で
検
討
し
た
五
人
の
女
性
画
家
の
室
番
号
を
表
３
に
示
し
た
。
深
沢
紅
子
が
第
一
室
に
一
回
、
佐
伯
米
子
が
第
二
室
に
一
回
、
第
三
室
に
二
回
、
藤
川
栄
子
が
第
一
室
に
二
回
、
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
は
、
目
立
っ
て
若
い
室
番
号
は
見
当
た
ら
な
い（
70
）
。
二
科
の
「
女
流
」
を
代
表
す
る
彼
女
た
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
二
科
全
体
に
お
け
る
位
置
付
け
と
し
て
は
、
依
然
と
し
て
中
心
か
ら
は
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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お
わ
り
に
本
稿
の
中
で
も
と
り
わ
け
第
二
章
で
検
討
し
た
美
術
雑
誌
の
展
評
は
、
第
一
九
回
二
科
展
に
お
け
る
第
九
室
の
位
置
付
け
と
そ
れ
以
後
の
行
く
末
を
示
唆
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
第
九
室
は
一
言
で
い
う
と
、『
ア
ト
リ
エ
』
や
『
美
之
國
』
で
荒
城
季
夫
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
二
科
会
の
「
新
し
い
人
気
取
り
の
一
策
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
画
家
の
人
数
の
増
加
も
専
用
部
屋
を
設
け
る
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
『
大
阪
時
事
新
報
』
の
記
事
や
、
第
三
章
で
検
討
し
た
表
２
の
結
果
か
ら
も
確
か
だ
ろ
う
。
目
新
し
さ
と
数
量
的
な
理
由
か
ら
設
置
さ
れ
た
第
九
室
は
、
賛
否
両
論
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
時
的
に
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
二
科
展
の
新
た
な
試
み
は
、
女
性
画
家
室
と
い
う
「
人
気
取
り
の
一
策
」
以
上
の
も
の
、
つ
ま
り
芸
術
的
に
別
格
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の
に
は
成
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
第
一
九
回
二
科
展
で
一
時
的
に
第
五
室
に
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た
「
モ
ダ
ン
・
ル
ー
ム
」
が
、
翌
年
（
一
九
三
三
年
）
の
第
二
○
回
二
科
展
で
は
再
び
第
九
室
に
戻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
か
ら
、
二
科
は
「
第
九
室
に
前
衛
を
置
く
の
が
慣
例
化
」
し
、「
前
衛
小
会
派
の
簇
生
を
促
し
た
」
と
『
二
科
七
○
年
史
』
で
は
述
べ
て
い
る
（
71
）
。
確
か
に
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
以
降
、
新
時
代
洋
画
展
、
飾
画
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
、
黒
色
洋
画
展
、
ア
ニ
マ
、
Ｓ
・
Ｐ
・
Ａ
集
団
、
フ
ォ
ル
ム
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
東
京
な
ど
、
前
衛
小
会
派
が
立
て
続
け
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
小
会
派
の
活
動
が
日
中
戦
争
の
戦
争
画
の
並
び
始
め
た
昭
和
一
三（
一
九
三
八
）年
に
終
息
を
迎
え
る
と
、
二
科
に
お
い
て
は
東
郷
青
児
を
は
じ
め
、
吉
原
治
良
、
峰
岸
義
一
ら
が
中
心
と
な
り
九
室
会
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
九
室
会
は
二
科
会
内
に
お
い
て
機
関
紙
『
九
室
』
を
も
発
行
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
昭
和
一
八（
一
九
四
三
）年
に
一
旦
活
動
を
停
止
す
る
も
戦
後
に
復
活
し
た
団
体
と
し
て
、
二
科
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
第
一
九
回
に
お
け
る
女
性
画
家
室
は
、
二
科
の
目
玉
で
あ
っ
た
「
モ
ダ
ン
・
ル
ー
ム
」
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
第
九
室
と
い
う
部
屋
を
「
モ
ダ
ン
・
ル
ー
ム
」
と
し
て
定
着
さ
せ
る
前
に
、
実
験
的
な
意
味
合
い
を
含
ん
だ
部
屋
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
、
二
科
は
「
女
流
」
で
あ
る
こ
と
と
「
前
衛
」
を
同
一
視
、
つ
ま
り
双
方
を
「
異
質
」
な
も
の
と
し
て
意
識
し
、
他
と
区
別
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
佐
伯
米
子
や
島
あ
ふ
ひ
が
、「
女
流
」
で
あ
る
上
に
「
前
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註１
　
男
性
画
家
は
、
尾
澤
勝
郎
、
椎
塚
猪
知
雄
、
西
村
清
、
山
田
順
治
の
四
名
。
女
性
画
家
の
部
屋
に
男
性
画
家
の
作
品
も
何
点
か
入
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
一
九
三
二
年
九
月
一
五
日
　
朝
刊
七
面
）
に
は
「
今
年
は
入
選
作
品
が
多
く
他
の
室
は
押
す
な
押
す
な
の
さ
わ
ぎ
だ
が
、
婦
人
室
ば
か
り
は
ゆ
つ
た
り
と
並
ん
で
ゐ
る
の
で
陳
列
の
時
男
の
作
品
を
少
し
持
つ
て
来
て
陳
べ
た
。」
と
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
か
ら
判
断
す
る
と
、
女
性
だ
け
の
第
九
室
に
男
性
の
作
品
も
置
か
れ
た
理
由
は
展
示
す
る
際
の
壁
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
２
『
大
阪
時
事
新
報
』
一
九
三
二
年
九
月
一
日
　
夕
刊
七
面
。
第
九
室
が
「
女
流
」
の
部
屋
と
な
っ
た
理
由
を
書
い
た
記
事
は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
３
　
第
一
九
回
二
科
展
の
第
九
室
の
み
を
考
察
し
た
研
究
は
な
い
が
、
衛
」
の
画
家
と
し
て
二
重
の
注
目
を
浴
び
、
新
聞
雑
誌
の
美
術
欄
を
賑
わ
す
格
好
の
人
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
し
得
る
。
そ
し
て
、
二
科
会
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
ひ
と
つ
の
美
術
団
体
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
「
女
流
」
の
部
屋
は
、
女
性
画
家
を
躍
進
さ
せ
る
好
機
と
な
り
、
彼
女
た
ち
自
身
の
仕
事
や
女
性
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
さ
せ
る
一
助
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
表
２
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て
、
二
科
展
内
に
お
け
る
女
性
の
進
出
が
目
覚
ま
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
本
稿
で
は
詳
細
に
考
察
で
き
な
か
っ
た
が
、
婦
人
美
術
家
協
会
（
一
九
三
三
年
）、
女
艸
会
（
一
九
三
四
年
）、
七
彩
会
（
一
九
三
六
年
）
な
ど
女
性
洋
画
家
団
体
が
昭
和
七（
一
九
三
二
）
年
の
第
一
九
回
二
科
展
か
ら
約
五
年
の
間
に
相
次
い
で
設
立
を
み
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
女
性
画
家
た
ち
の
台
頭
と
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
今
回
注
目
し
た
五
人
の
略
歴
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五
人
全
員
が
創
立
に
関
与
し
て
い
た
女
流
画
家
協
会
（
一
九
四
七
年
〜
）
と
の
つ
な
が
り
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
72
）
。
と
も
あ
れ
、
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
に
「
女
流
」
の
部
屋
が
本
来
の
「
前
衛
」
部
屋
で
あ
る
第
九
室
に
置
か
れ
た
こ
と
は
、「
女
流
」
と
「
前
衛
」
の
接
点
を
か
す
か
に
映
し
出
す
重
要
な
鍵
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
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文
展
の
美
人
画
室
を
論
じ
た
伊
藤
た
ま
き
氏
の
「
第
九
回
文
展
の
第
三
室
（
美
人
画
室
）
に
つ
い
て
の
考
察
」（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
芸
術
学
研
究
科
中
間
評
価
論
文
、
二
○
○
二
年
）
か
ら
、
展
覧
会
の
特
定
室
に
着
目
す
る
と
い
う
点
で
示
唆
を
得
た
。
４
　
二
科
展
画
集
刊
行
会
編
『
第
二
十
周
年
記
念
　
二
科
展
画
集
』
（
一
九
三
三
年
九
月
）
の
「
序
」
（
石
井
柏
亭
）
に
よ
る
と
「
種
々
の
事
情
の
為
め
に
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
数
年
来
中
止
す
る
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
。」
と
あ
る
（
青
木
茂
監
修
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
纂
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
○
四
三
　
二
科
会
　
画
集
・
図
録
編
　
第
二
巻
（
昭
和
三
年
〜
八
年
）』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
○
○
二
年
　
二
三
五
頁
）。
５
「
二
科
七
十
年
史
　
資
料
編
」『
二
科
七
○
年
史
』
社
団
法
人
二
科
会
、
一
九
八
五
年
　
二
八
四
頁
。
６
　
前
述
の
よ
う
に
男
性
画
家
も
数
名
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
第
一
九
回
第
九
室
を
女
性
作
家
室
と
み
な
し
て
考
察
す
る
。
７
　
瀧
悌
三
「
二
科
七
十
年
史
　
物
語
編
」『
二
科
七
○
年
史
』
社
団
法
人
二
科
会
、
一
九
八
五
年
　
一
四
七
頁
。
８
　
甲
斐
仁
代
の
略
歴
は
、『
甲
斐
仁
代
遺
作
展
』
銀
座
・
文
芸
春
秋
画
廊
、
一
九
六
九
年
、『
甲
斐
仁
代
遺
作
展
』
銀
座
・
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
一
九
七
五
年
、『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』「
作
家
解
説
」
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
、『「
岡
田
三
郎
助
と
女
性
画
家
の
先
駆
者
た
ち
」
展
』「
出
品
作
家
　
略
歴
」
尾
西
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
、
二
○
○
二
年
　
を
参
照
し
た
。
９
　
中
出
三
也
（
一
八
九
七_
？
）
東
京
生
ま
れ
。
京
華
商
業
学
校
を
卒
業
後
、
本
郷
洋
画
研
究
所
に
て
岡
田
三
郎
助
に
師
事
。
一
九
一
七
年
院
展
に
初
入
選
し
、
一
九
二
八
年
に
は
帝
展
に
入
選
し
た
。
10
し
か
し
、
二
科
会
初
日
の
九
月
一
日
は
関
東
大
震
災
の
た
め
、
こ
の
年
の
東
京
開
催
は
中
止
に
な
り
、
京
都
、
大
阪
、
福
岡
で
公
開
さ
れ
た
。
11
「
美
術
の
秋
に
・
・
・
絵
を
か
く
夫
婦
　
一
三
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
五
日
　
朝
刊
七
面
。
12
木
村
荘
八
「
二
科
会
を
見
る
（
四
）」『
時
事
新
報
』
一
九
三
二
年
九
月
一
二
日
　
朝
刊
五
面
。
13
清
水
登
之
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
二
一
頁
。
14
「
美
術
シ
ー
ズ
ン
と
女
流
作
家
の
顔
」『
都
新
聞
』
一
九
三
二
年
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朝
刊
九
面
。
15
荒
城
季
夫
「
二
科
展
を
観
る
」『
ア
ト
リ
エ
』
九
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
一
六
頁
。
16
宮
田
重
雄
「
二
科
展
所
感
―
入
選
画
に
つ
い
て
―
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
七
頁
。
17
深
沢
紅
子
の
略
歴
は
、『
深
沢
紅
子
展
』
岩
手
日
報
社
、
一
九
八
○
年
、『
深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館
　
軽
井
沢
』
深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』「
作
家
解
説
」
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
、『「
岡
田
三
郎
助
と
女
性
画
家
の
先
駆
者
た
ち
」
展
』「
出
品
作
家
　
略
歴
」
尾
西
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
、
二
○
○
二
年
　
を
参
照
し
た
。
18
金
井
紫
雲
「
二
科
会
の
印
象
（
三
）」『
都
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
二
一
日
　
朝
刊
一
二
面
。
19
福
島
繁
太
郎
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
一
九
三
二
年
　
一
四
頁
。
20
清
水
登
之
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
二
一
頁
。
21
藤
川
栄
子
の
略
歴
は
、『
藤
川
栄
子
回
顧
展
』
香
川
県
立
文
化
会
館
、
一
九
八
五
年
、『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』「
作
家
解
説
」
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
　
を
参
照
し
た
。
22
小
島
善
太
郎
「
二
科
展
洋
画
評
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
四
日
　
朝
刊
四
面
。
23
春
山
武
松
「
二
科
展
評
（
四
）」『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
五
日
　
朝
刊
七
面
。
24
清
水
登
之
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
二
一
頁
。
25
島
あ
ふ
ひ
の
略
歴
は
、『
島
あ
ふ
ひ
回
顧
展
』
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
一
九
七
四
年
、『
島
あ
ふ
ひ
作
品
集
』
徳
島
新
聞
社
、
一
九
八
○
年
、『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』「
作
家
解
説
」
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
　
を
参
照
し
た
。
島
成
園
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
た
ま
き
氏
に
ご
助
言
を
頂
い
た
。
26
石
丸
一
（
一
八
九
○_
一
九
九
○
）
徳
島
生
ま
れ
。
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
卒
。
信
濃
橋
洋
画
研
究
所
に
学
び
、
黒
田
重
太
郎
に
師
事
。
一
九
二
八
年
二
科
展
に
初
入
選
。
一
九
三
○
年
ロ
ボ
ッ
ト
洋
画
協
会
結
成
、
一
九
三
八
年
九
室
会
結
成
に
参
加
し
た
。
27
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
日
　
朝
刊
八
面
。
28
同
前
。
108
29
福
島
繁
太
郎
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
一
九
三
二
年
　
一
四
頁
。
30
山
本
直
治
（
一
九
○
四_
一
九
八
一
）
大
阪
生
ま
れ
。
鍋
井
克
之
に
師
事
。
一
九
二
六
年
二
科
展
に
初
入
選
し
、
一
九
三
五
年
会
員
と
な
る
。
31
福
沢
一
郎
「
二
科
の
前
衛
室
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
一
○
頁
。
32
宮
田
重
雄
「
二
科
展
所
感
―
入
選
画
に
つ
い
て
―
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
七
頁
。
33
金
井
紫
雲
「
二
科
会
の
印
象
（
三
）」『
都
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
二
一
日
　
朝
刊
一
二
面
。
34
清
水
登
之
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
二
一
頁
。
35
佐
伯
米
子
の
略
歴
は
、『
日
本
美
術
年
鑑
　
昭
和
四
八
年
版
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
四
年
、
河
北
倫
明
監
修
『
近
代
日
本
美
術
事
典
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
、
岩
瀬
行
雄
・
油
井
一
人
『
二
○
世
紀
物
故
洋
画
家
事
典
』
美
術
年
鑑
社
、
一
九
九
七
年
　
を
参
照
し
た
。
36
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
巻
四
号
、
一
九
三
二
年
七
月
　
一_
二
頁
。
佐
伯
の
ほ
か
、
深
沢
紅
子
、
島
あ
ふ
ひ
、
藤
川
栄
子
、
仲
田
菊
代
（
好
江
）
の
五
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
37
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
日
　
朝
刊
八
面
。
38
児
島
喜
久
雄
「
二
科
展
所
感
（
三
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
七
日
　
朝
刊
五
面
。
39
春
山
武
松
「
二
科
展
評
（
四
）」『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
五
日
　
朝
刊
七
面
。
40
金
井
紫
雲
「
二
科
会
の
印
象
（
三
）」『
都
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
二
一
日
　
朝
刊
一
二
面
。
41
福
島
繁
太
郎
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
一
九
三
二
年
　
一
四
頁
。
42
福
沢
一
郎
「
二
科
の
前
衛
室
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
一
○
頁
。
43
清
水
登
之
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
二
一
頁
。
44
小
島
善
太
郎
「
二
科
展
洋
画
評
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
四
日
　
朝
刊
四
面
。
45
宮
田
重
雄
「
二
科
展
所
感
―
入
選
画
に
つ
い
て
―
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
七
頁
。
46
大
山
廣
光
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
之
國
』
八
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
　
六
八
頁
。
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47
甲
斐
仁
代
と
中
出
三
也
は
結
婚
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
配
偶
者
同
然
の
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
48
女
性
画
家
の
出
身
や
生
活
環
境
に
関
し
て
は
、
小
勝
禮
子
「
戦
前
の
女
性
画
家
の
出
自
・
家
庭
環
境
―
一
九
二
○_
三
○
年
代
を
中
心
に
」（『
歴
史
評
論
』
六
三
四
号
、
二
○
○
三
年
　
二
五
_
三
七
頁
）
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
49
山
田
諭
「
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
（
一
九
二
八
〜
一
九
三
五
）」
『
日
本
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
一
九
二
五
〜
一
九
四
五
』
名
古
屋
市
美
術
館
、
一
九
九
○
年
　
三
六_
三
七
頁
。
50
伊
藤
佳
之
「
Ⅰ
福
沢
一
郎
の
初
期
作
品
〜
渡
欧
作
を
中
心
と
し
て
〜
」『
福
沢
一
郎
と
昭
和
初
期
の
洋
画
家
―
一
九
三
○
年
協
会
と
独
立
美
術
協
会
の
画
家
た
ち
に
よ
る
―
』
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・
福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
、
一
九
九
五
年
　
一
四_
二
二
頁
。
51
福
沢
一
郎
「
二
科
の
前
衛
室
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
一
○
頁
。
52
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
日
　
朝
刊
八
面
。
53
『
週
刊
婦
女
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
一
日
　
二
面
。
54
小
島
善
太
郎
「
二
科
展
洋
画
評
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
四
日
　
朝
刊
四
面
。
55
外
山
卯
三
郎
「
二
科
展
を
評
す
（
四
）」『
報
知
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
七
日
　
朝
刊
三
面
。
56
伊
原
宇
三
郎
「
二
科
の
洋
画
〔
五
〕」『
國
民
新
聞
』
一
九
三
二
年
九
月
一
三
日
　
朝
刊
一
面
。
57
福
島
繁
太
郎
「
二
科
会
を
観
る
」『
美
術
新
論
』
七
巻
一
○
号
一
九
三
二
年
　
一
四
頁
。
58
木
村
荘
八
「
二
科
会
所
感
」
同
前
、
七
頁
。
59
有
島
生
馬
「
堅
実
の
二
科
」『
美
之
國
』
八
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
、
七
二
頁
。
60
荒
城
季
夫
「
二
科
会
印
象
」
同
前
、
六
二
頁
。
61
荒
城
季
夫
「
二
科
展
を
観
る
」『
ア
ト
リ
エ
』
九
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
、
一
六
頁
。
62
荒
城
季
夫
、
石
田
幸
太
郎
、
大
島
隆
一
、
大
平
章
、
尾
川
多
計
、
大
山
廣
光
、
横
川
殻
一
郎
。
63
新
興
美
術
批
評
家
協
会
「
非
常
時
に
於
け
る
美
術
の
種
々
相
を
語
る
」『
ア
ト
リ
エ
』
九
巻
一
○
号
　
一
九
三
二
年
、
六
一
頁
。
64
鍋
井
克
之
「
二
科
展
雑
感
」『
み
づ
ゑ
』
三
三
二
号
　
一
九
三
二
年
一
○
月
　
六
八
二_
六
八
三
頁
。
65
現
時
点
に
お
い
て
名
前
で
性
別
が
判
断
で
き
な
い
者
は
女
性
画
家
の
人
数
に
含
め
た
。
ま
た
、
外
国
人
作
家
に
つ
い
て
は
、
明
110
ら
か
に
女
性
と
分
か
る
画
家
の
み
人
数
に
含
め
た
。
66
第
一
二
回
か
ら
第
一
七
回
ま
で
は
、
出
品
者
の
名
前
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
か
五
十
音
順
と
な
っ
て
い
た
。
67
青
木
茂
監
修
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
纂
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
○
三
八
　
二
科
会
　
目
録
編
　
第
三
巻
（
昭
和
五
年
〜
八
年
）』
か
ら
、
同
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
○
四
一
　
二
科
会
目
録
編
　
第
六
巻
（
昭
和
一
五
年
〜
一
八
年
）』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
○
○
二
年
）
ま
で
を
参
考
に
順
次
調
査
し
た
。
68
小
勝
禮
子
「
近
代
日
本
に
お
け
る
女
性
画
家
を
め
ぐ
る
制
度
―
戦
前
・
戦
後
の
洋
画
家
を
中
心
に
」『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
　
一
四_
一
六
頁
。
69
同
前
、
一
五
頁
。
図
版
典
拠
１
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
巻
一
一
号
、
一
九
三
二
年
九
月
　
一
三
頁
２
　
同
前
　
一
四
頁
70
会
員
、
会
友
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
部
屋
は
分
散
し
て
お
り
、
前
半
の
部
屋
が
優
位
で
あ
る
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
大
ま
か
に
み
て
特
に
第
一
一
室
以
降
に
は
会
員
、
会
友
の
作
家
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
71
瀧
悌
三
「
二
科
七
十
年
史
　
物
語
編
」『
二
科
七
○
年
史
』
社
団
法
人
二
科
会
、
一
九
八
五
年
　
二
○
二
頁
。
72
女
性
画
家
団
体
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
小
勝
禮
子
編
「
女
性
洋
画
家
団
体
」（『
奔
る
女
た
ち
　
女
性
画
家
の
戦
前
・
戦
後
一
九
三
○_
一
九
五
○
年
代
』
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
○
○
一
年
　
一
六
二_
一
六
三
頁
）、
吉
良
智
子
「
一
九
二
○
、
三
○
年
代
の
日
本
に
お
け
る
女
性
美
術
家
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
展
開
」（『
鹿
島
美
術
研
究
年
報
』
第
二
二
号
別
冊
、
二
○
○
五
年
　
四
六
一_
四
七
一
頁
）。
３
　
同
前
　
一
一
頁
４
『
美
術
の
秋
　
昭
和
七
年
』
週
刊
朝
日
臨
時
増
刊
、
一
九
三
二
年
二
一
頁
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５『
ア
ト
リ
エ
』
九
巻
一
○
号
、
一
九
三
二
年
　
頁
付
け
無
し
６
『
美
術
の
秋
　
昭
和
七
年
』
週
刊
朝
日
臨
時
増
刊
、
一
九
三
二
年
二
七
頁
７
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
巻
四
号
、
一
九
三
二
年
七
月
　
一
頁
８
『
二
科
七
○
年
史
』
社
団
法
人
二
科
会
、
一
九
八
五
年
　
頁
付
け
無
し
９
『
美
術
の
秋
　
昭
和
七
年
』
週
刊
朝
日
臨
時
増
刊
、
一
九
三
二
年
二
一
頁
10
『
古
賀
春
江
―
前
衛
画
家
の
歩
み
』
石
橋
美
術
館
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
一
九
八
六
年
　
五
一
頁
11
『
二
科
七
○
年
史
』
社
団
法
人
二
科
会
、
一
九
八
五
年
　
頁
付
け
無
し
12
『
福
沢
一
郎
と
昭
和
初
期
の
洋
画
〜
一
九
三
○
年
協
会
と
独
立
美
術
協
会
の
画
家
た
ち
に
よ
る
〜
』
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・
福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
、
一
九
九
五
年
　
三
三
頁
（
よ
し
ざ
き
　
ま
ゆ
み
）
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図１　甲斐仁代《赤い布》
図３　藤川栄子《少女》
図５　島あふひ《標本室の一隅》
図２　深沢紅子《風船もつ少女》
図４　藤川栄子《拳闘選手》
図６　島あふひ《人形を配せる少女の像》
114
図８　佐伯米子《鍛冶》
図10 古賀春江《海》1929年
図７　佐伯米子《ヴァヴドマシン》？　制作風景
図９　佐伯米子《スヰフト》
図11 高井貞二《文明》1930年
115
図12 福沢一郎《寡婦と誘惑》1930年
表２
表３
５人の室番号（1931年－1943年）
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表１
昭和７（1932）年第19回二科展第九室
